
２ 自主防災組織の役割と訓練手法、
好事例の紹介について
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自主防災組織とは

「自分たちの地域は自分たちで守る」

という意識に基づき、

自主的に結成する防災組織
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自主防災組織とは

※大規模災害時には、国や都道府県、市町村の対応
（公助）だけでは限界があり､早期に実効性のある対策
をとることが難しい。

自覚

自分たちの地域は
自分たちで守る

目的

災害による被害を
予防し、軽減する

活動

防災教育、避難行動
要支援者対策、
避難所運営など
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自主防災組織の必要性（自助・共助・公助）

地域とのつながり・結びつきが希薄化する現在、
安心・安全な暮らしを守る地域社会づくりには、
「自助」・「共助」の力を高める
自主防災組織の活動が不可欠

地域で力を合わせて協力する自分の身は自分で守る

自助 共助 公助

公的支援をする
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自主防災組織の必要性

災害後 身を守る自助 ⇒ 共助、（公助）

自助

自助

自助自助

自助

共助による組織的な対応！

自助

災害発生

安否確認 初期消火

救出活動情報収集・伝達
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災害発生時の取組（対応）

避難誘導 出火防止・初期消火

救出・救護 給食・給水避難所運営

声を掛け合い、避難や救助を協力して行うことで、
多くの命を守ることにつながります。

要支援者など安否確認
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被災地の状況（能登半島地震の事例から） P.２６



被災地の状況（能登半島地震の事例から） P.２７



平常時の主な取組み

平常時から、防災意識の向上、地域の災害に対する
備え、自助・共助の意識の向上などに取り組む

防災知識の普及・防災教育

防災訓練

家庭内の安全対策

地域の災害リスクを確認

防災備蓄品等の整備

地域コミュニティの構築
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災害時の対応力を高めるために

災害時の迅速、的確な防災行動力を身に付けるには、

平時から訓練を重ねておくことが最も効果的です。

でもどうやって企画したらよいのだろう…？
人が集まらないし…。

そもそも何をしたらよいかわからない…。
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訓練手法

災
害
対
策
課

地震体験 地震体験車で震度７の揺れを体験 30分～

日頃から備える防災グッズの紹介 非常用持ち出し袋、家具転倒防止器具、ロープ等 30分～

救出・救護訓練 倒壊家屋からの負傷者の救出 30分～

搬送訓練 負傷者のための各種搬送方法の実技 30分～

初期消火訓練 消火のポイントを学ぶ水消火器体験 30分～

給水訓練 簡易組み立て式給水タンクの取り扱い 60分～

避難所開設訓練
受付・テント設営・トイレ組立・ベッド設営・ペット避難等
（参加者による選定）

６0分～

各種図上訓練
ＨＵＧ（避難所運営ゲーム） 90分～

クロスロード（災害対応カードゲーム） 60分～

防災講話

平塚市に想定される災害
【地震・津波】【洪水・内水】【土砂災害】 各45分～

地区防災計画の作成について 30分～

避難行動要支援者制度について 15分～
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訓練手法

平
塚
パ
ワ
ー
ズ

手作り防災グッズ紹介・体験
段ボールトイレ、防災頭巾、防寒対策、ジーパ
ンリュックサック、ビニール袋雨合羽、ペット
ボトルランタンなど

30分～

応急手当 三角巾、身近な物を使った応急手当 30分～

手作り非常食の紹介 誰でもできる簡単非常食 60分～

元
平
塚
市

消
防
長

小
林
氏

防災講話
～阪神・淡路大震災から30年特別講話～

元平塚市消防長による阪神・淡路大震災からの教訓（地震、
火災などに対する備え） ３0分～

貸
し
出
し

初期消火訓練 水消火器による消火器のコツを学ぶ —

ＤＶＤ 防災教育（地震、豪雨、火災）など —

防災訓練申込書、結果報告書及び資機材借用申込書は、下記からダウンロード可能です。
平塚市ウェブ＞暮らし・手続き＞防災＞啓発・防災訓練＞訓練申込書・結果報告書・資機材借用申込書
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避難所開設訓練を実施しましょう

【訓練メニュー、内容一例】

１ シェイクアウト訓練
２ 受付（デジタル）訓練
３ 避難所開設訓練
４ 資機材の取扱い訓練
５ 起震車による地震体験
６ その他（ペットなど）

・避難所の開設や運営を体験する実践的な訓練ができる。
・他自治会や避難所配備職員の参加により、地域の顔の
見える関係を構築することができる。

メリット
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平時の取組の好事例（避難所開設訓練）

令和７年度 連合自治会による防災訓練実施地域（１５地区）

なでしこ、花水、港、富士見、崇善、八幡、四之宮、真土、横内、旭北、中原、
伊勢山、東中原、南原、旭南

↑避難所受付

↓資機材取扱い

↑県の給水車と連携

↓ペット避難訓練

P.３３



平時の取組の好事例（防災知識の普及・啓発） P.３４



ぜひご相談ください

訓練は、「失敗しないため」ではなく

失敗しながら成長するためにあります。

結局訓練は何から
準備したらいいの？

こんな講話をして
もらえる？

新しい訓練に
チャレンジしたい！

地域防災力を高めるために、訓練や自主防災組織について

困ったことがあれば、災害対策課にご相談ください。
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まとめ

１ 「自分たちの地域は自分たちで守る」自覚

２ 日頃からの備え（自助）と出来る範囲で周りの人を

助けることが出来る地域づくり（共助） 

３ 災害時の対応力を高める平時の防災訓練
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